
近
世
日
本
に
お
け
る
三
大
文
豪
と
い
え
ば
、
ま
ず
第

一
に
、
群
書
類
従
の
塙

保
己

一
。
第
二
に
、
日
本
外
史
の
頼
山
陽
。
第
二
に
は
、
近
世
日
本
国
民
史
の

徳
富
蘇
峯
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

武
蔵
の
国
に
生
を
享
け
た
塙
保
己

一

（
一
七
四
六
―

一
八
二
一
）
は
七
十
五

歳
、
安
芸
の
国
に
生
ま
れ
た
山
陽
外
史

（
一
七
八
〇
―

一
八
三
二
）
は
五
十
二

歳
、
九
州
の
熊
本
に
瓜
々
の
声
を
あ
げ
た
徳
富
蘇
峯

（名
、
猪

一
郎
、　
下
八
六

三
―

一
九
五
七
）
は
実
に
九
十
五
歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
い
る
。
こ
の
■
文
豪

は
、
共
に
歴
史
を
テ
ー
マ
に
老
大
な
文
物
を
後
毘
に
電
れ
て
い
る
。

三
文
豪
の
文
風
に
つ
い
て
強
い
て
形
容
を
試
み
る
な
ら
ば
、
塙
保
己

一
は
学

者
的
―
論
理
的
、
山
陽
外
史
は
文
人
的
―
芸
術
的
、
徳
富
蘇
峯
は
新
聞
記
者
的

―
常
識
的
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

蘇
峯
翁
逝
い
て
八
年
。
今
秋
、
日
本
橋
白
木
屋
に
お
い
て

「
徳
富
蘇
峯
展
」

を
開
催
し
た
。
長
友
宮
田
武
義
氏

（山
水
楼
主
人
）
が
永
年
蘇
峯
翁
に
親
実
し

知
遇
を
得
て
来
た
縁
に
因
り
、
展
覧
会
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
塩

崎
彦
市
、
清
水
董
三
、
胡
蘭
成
な
ど
の
方
々
に
教
示
を
受
け
な
が
ら
、
骨
を
折

っ
て
み
る
と
、
蘇
峯
の
本
領
が
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
こ
れ
は
私
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
拾
い
も
の
で
あ
っ
た
。
俺
か
な

紙
面
で
非
才
を
以
て
、
表
題
に
示
す
よ
う
な
大
そ
れ
た
こ
と
を
企
て
る
の
は
盲

人
の
象
を
按
ず
る
の
図
に
似
た
る
こ
と
は
百
も
承
知
。
翁
の

「
首
陽
の
兄
弟
応

に
相
笑
う
べ
し
、
鉄
面
頑
民
未
死
の
人
」
の
句
に
力
を
得
て
敢
て
駄
文
を
つ
ら

ね
る
腹
に
な
っ
た
。

前
述
の

「
新
聞
記
者
的
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
展
観
目
録
の
序
中
の

胡
蘭
成
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
胡
氏
は
往
年
の
南
京
政
府
の
要
人
。
論
客
と
し
て

そ
の
名
を
話
わ
れ
た
人
。
目
下
口
本
に
滞
在
、
清
水
、
宮
円
両
氏
の
知
友
。
私

は
胡
氏
を
現
今
の
中
国
―
東
洋
の
良
識
を
代
表
す
る
人
と
思
う
。
こ
の
人
が
若

Ｌ
Ｅ
Ｅ

し
日
本
に
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
を
含
め
て
多
く
の
日
本
人
が
蘇
峯
の
馨
咳

に
ふ
れ
る
機
会
を
失

っ
た
ろ
う
と
思
う
。
特
に
翁
の
書
の
恩
沢
に
お
い
て
。
そ

う
い
う
意
味
で
私
に
こ
れ
を
敢
て
書
か
せ
た
の
は
崩
蘭
成
氏
で
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
な
い
。

翁
の
詩
で
も
句
で
も
、
ど
の
一
句
を
提
え
て
み
て
も
、
独
善
的
な
創
作
文
句

は
な
く
、
い
ず
れ
も
半
明
で
あ
り
、
難
解
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
し
て
迂
遠
な

故
事
を
特
に
引
用
し
て
自
己
の
組
蓄
を
人
に
強
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
い
。

新
聞
記
者
的
と
い
う
の
は
こ
れ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
い
て
文
の
響
が

非
常
に
強
い
の
は
、
胸
に
万
巻
の
書
を
羅
ね
、
読
書
大
義
に
通
ず
と
い
う
偉
大

な
人
格
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

書
に
お
い
て
も
、　
一
点

一
画
が
全
く
正
確
で
、
な
に
か
を
頼
り
、
そ
れ
を
人

に
押
し
つ
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
強
い
て
い
う
な
ら
ば
、東
城
を
愛
し
た
翁
は
、

東
妓
の
風
格
を
も
ら
、
米
元
章
、
黄
山
谷
の
姿
態
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
な
い

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
黄
山
谷
が
東
崚
を
評
し
て
魯
公
、
楊
風
子
、
李
西
台

の
筆
意
を
兼
ね
て
い
る
と
い
っ
た
寒
食
詩
が
全
く
そ
の
通
り
で
も
あ
り
、
ま
た

東
吸
独
自
で
あ
る
よ
う
に
、
蘇
峯
は
特
立
独
行
で
あ
る
。
九
十
を
過
ぎ
て
か
ら

の
書
は
、
三
味
の
域
に
入
り
、
胡
蘭
成
氏
が
評
し
て
い
る
よ
う
に
泰
山
の
石
経

に
伍
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
蘇
峯
翁
の
詩
書
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
骨
で
あ
る
。

誕
生
七
絶

（作
年
末
詳
）

誕
生
文
久
三
年
の
春
、
火
国
西
南
燐
海
の
浜
、
辱
無
く
栄
無
く
苦
楽
な
し
、
四

朝
の
恩
沢

一
皇
民
。
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卜
将
来
二
十
年
七
言

（大
正
十
二
年
）

嶽
雪
波
光
瑞
姻
を
帯
ぶ
、
笑
う
て
迎
う
花
甲

一
月
の
天
、
人
間
百
事
消
磨
し
尽

し
、
唯
騰
る
残
生
二
十
年
、
唯
薦
る
残
生
二
十
年
、
文
章
敢
て
擬
す
り
ヽ
１；
遷
の
編

机
々
た
り
明
治
聖
天
子
、
盛
徳
宣
揚
し
て
千
古
に
伝
う
、
ガ
民
相
信
し
て
道
相

企
し
、
文
章
報
国
意
な
き
に
非
ず
、
唯
薦
る
残
生
二
十
年
。
大
正
癸
亥
元
正
感

あ
り
　
卒
に
賦
し
て
以
て
将
来
二
十
年
の
後
を
卜
す
と
爾
か
云
う
　
蘇
峯
迂
人

湘
南
野
史
亭
に
書
す
　
時
に
歳
六
十
又

一

花
甲
は
華
甲
、
華
の
字
は
十
の
字
が
六
つ
と

一
の
字
か
ら
な
る
の
で
、
六
十

一
を
表
わ
し
、
甲
は
甲
子
の
甲
で
あ
る
。
六
十

一
歳
の
還
暦
を
い
う
。
馬
遷
の

編
は
漢
の

‐１
り
ヽ
１，
遷
の
著
作
し
た
史
記
を
指
す
。

真
上
高
梢
七
絶

（昭
和
二
年
）

高
楼
に
上
っ
て
嘆
嵯
を
発
す
る
莫
れ
、
楼
前
の
富
岳
乱
雲
遮
ぎ
る
、
期
せ
ず
勲

業
千
古
に
伝
う
る
を
、
却
っ
て
余
生
を
托
し
て
史
家
と
作
る
。
蘇
峰
老
人
時
歳

六
十
又
五

手
形
の
賛

（昭
和
九
年
）

油
犀
大
学
り
‐‥
―
十
に
本
る
、
虻
峰
先
生
蘇
峯
老
人
を
し
て
，
棋
せ
し
む
。
昭
和
九

年
十
月
念

一　
油
摩
別
収
山
布
院
に
於
て
　
蘇
峯
七
卜
二
曳

油
屋
と
い
う
手
の
大
き
な
人
が
い
た
。
そ
の
人
が
翁
の
手
形
を
と
る
と
い
っ

て
き
か
な
い
の
で
、
翁
は
九
州
の
由
布
院
に
あ
る
油
屋
の
別
荘
で
手
形
を
押
し

た
。
油
屋
の
大
将
に
対
し
て
虻
蜂
の
先
生
と
自
称
し
た
の
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ

る
。
念
は
廿
。

こ
れ
は
昭
和
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た

「
蘇
峯
百
絶
」
の
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
た

題
詩
で
あ
る
。
次
の
詩
は
そ
れ
の
中
か
ら
選
ん
だ
二
首
で
、
大
正
十
二
年
の
還

暦
以
後
昭
和
十
二
年
七
十
五
歳
に
至
る
間
の
作
で
あ
る
。
療
は
お
ろ
か
。
哺
泉

は
山
の
穴
か
ら
湧
き
出
る
泉
。

山
王
草
堂
新
居

湖
海
虚
名
七
絶

（昭
和
十
年
）

湖
海
の
虚
名
徒
ら
に
厚
顔
、
半
生
老
を
悔
ゆ
風
塵
の
間
、
寧
ろ
期
す
修
史
千
秋

の
業
、
頑
骨
依
然
故
山
に
対
す
。
船
山
詞
宗
風
塵
の
間
を
改
め
て
俗
竃
の
間
と

な
す
　
川
ま
さ
に
然
る
べ
し
　
――‐
し
予
は
詩
人
に
非
ぎ
る
な
り
　
一〓。年
連
用
す

必
ず
し
も
深
く
咎
め
ざ
る
べ
き
の
み
　
蘇
Ｑ
七
十
二

詩
の
大
家

（詞
宗
）
船
山
大
人
と
の
、
風
熙
と
俗
型
の
論
議
は
面
白
い
。
あ

な
た
の
理
く
つ
は
そ
う
で
も
、
わ
た
し
は
三
年
間

「
風
塵
」
を
使
い
つ
づ
け
る

か
ら
悪
く
思
う
な
よ
、
と
言
う
あ
た
り
に
頑
蘇
の
真
髄
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
間

答
に
も

ユ
ー
モ
ア
が
漂

っ
て
い
る
。

店
の
李
商
隠
の
詩
に
、
「
緯
台
の
駅
長
風
塵
に
老
ゆ
」
と
い
う
七
絶
が
あ
る
。

こ
の
駅
長
が
Ｌ
Ｆ
ｉ
歳
で

「
過
客
――ｌ
ｒ
を

‐
ｉｆり
う
を
労
せ
ず
」
と
い
う
。
な
ぜ
か

　

・

と
い
う
と
、
こ
の
駅
長
は

「玄
字
を
占
―
て́
時
人
に
与
う
」
と
い
う
か
ら
、
渦
　
２

客
は
駅
長
の
年
が
し
十
ｉ
で
あ
る
こ
と
を
み
ん
な
知

「
て
い
る
。
玄
字
の
後
体

　

一

を
分
析
す
る
と
、
二
万
六
千
六
百
六
十
と
な
り
、
こ
の
数
字
の
日
数
は
七
十
二

年
余
と
な
る
。
こ
の
話
を
昨
年
の
温
故
叢
誌
に
書
い
た
。
佐
藤

一
斉
も
七
十
三

歳
の
時
に
こ
の
故
事
に
基
い
て
詩
を
作

っ
た
。
七
十
三
歳
の
蘇
峯
翁
が
「
風
塵
」

を
三
年
間
墨
守
し
続
け
る
と
頑
張
る
の
は
、
こ
の
故
事
に
則
り
風
塵
の
中
に
も

．
年
、
そ
の
後
に
自
ら
進
ん
で
俗
塵
に
入
る
の
慨
を
示
し
た
も
の
と
思
う
。
余

は
詩
人
に
丼
ぎ
る
な
り
、
君
と
は
感
覚
が
異
う
ん
だ
と
い
っ
て
、
相
手
を
か
ら

か

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ロ

蘇
峯
百
絶
の
目
時

（昭
和
十
二
年
）

前
賢
に
傲
わ
ず
奇
を
街
わ
ず
、
短
吟
長
哺
わ
が
癌
に
任
す
、
孤
雲
１１１１
泉
に
出
で

て
地
を
行
く
、
此
れ
是
ち
蘇
峯
野
客
の
詩
。
　

蘇
曳
七
十
五

せ
ん
斯
の
心
境
、
独
立
蒼
茫
岳
に
対
す
る
の
時
。

老
蘇
七
十
八

倦
鳥
は
遊
び
疲
れ
た
鳥
。

扶
桑
有

一
士
五
言

（昭
和
十
五
年
）

昭
和
庚
辰
秋
季
皇
霊
祭
日

湘
南
と
帝
郷
と
を
来
往
し
、
悠
々
身
世
ふ
た
つ
な
が
ら
相
忘
る
、
余
生
老
い
ん

と
欲
す
那
の
辺
か
好
き
、
占
め
得
た
り
山
王
の

一
草
堂
。

高
臥
は
碧
山
に
棲
む
を
須
い
ず
、
生
を
寄
す
半
市
半
村
の
間
、
蓬
高
地
に
満
ち

過
客
な
し
、
雲
外
の
長
松
独
り
関
を
護
る
。

満
腹
経
綸
七
絶

（昭
和
十
三
年
）

満
腹
の
経
綸
民
を
済
わ
ず
、
等
身
の
著
作
猶
お
貪
を
憂
う
、
長
鈴
短
布
自
頭
の

客
、
好
箇
芙
蓉
峯
下
の
人
。
宮
田
雅
宗
之
を
正
せ
　
蘇
峯
七
十
六
曼

こ
の
詩
は
、
宮
田
武
義
氏
が
翁
に
贈

っ
た
鄭
孝
背
愛
用
の
狼
豪
筆
で
書
い
た

も
の
で
、
峯
下
の
峯
の
右
波
法
に
、
鄭
孝
膏
に
似
た
線
が
出
て
い
る
の
も
面
白

い
。
翁
の
深
遠
な
眼
識
と
練
達
な
筆
技
が
相
侯

っ
て
、
こ
う
い
う
ユ
ー
モ
ア
が

発
現
す
る
も
の
で
、
書
き
終
わ
っ
て
両
者
が
莞
爾
と
し
た
情
景
が
目
に
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。

倦
鳥
七
絶

（昭
和
十
五
年
）

倦
鳥
林
に
還
り
夕
日
遅
し
、
水
光
雲
影
互
に
奇
を
争
う
、
誰
に
向
か
っ
て
説
与

扶
桑
に

一
士
あ
り
、
志
を
立
て
て
先
賢
を
慕
う
、
独
り
帝
王
の
学
を
修
め
、
聖

賢
の
前
に
述
べ
ず
、
空
し
く
経
綸
の
策
を
抱
き
、
四
海
の
辺
に
施
さ
ず
、
胸
に

書
万
巻
を
羅
ね
、
裏
に
山
を
買
う
の
餞
な
し
、
頚
齢
七
十
八
、
孤
穆
膝
を
擁
し

て
眠
る
、
寵
辱
は
吾
与
ら
ず
、
窮
通
は
唯
天
に
任
す
、
豊
専
心
の
友
莫
か
ら
ん

や
、
仰
い
で
望
む
芙
蓉
の
熊
。
　

七
十
八
初
度
自
述
　
老
蘇
陳
人

孤
楊
は
孤
休
、
ひ
と
り
ね
の
寝
台
。

我
喜
山
亦
喜
五
言

（昭
和
十
六
年
）

我
喜
べ
ば
山
も
亦
喜
ぶ
、
我
憂
う
れ
ば
山
も
亦
憂
う
、
我
に
双
翼
無
し
と
雖
も

碧
雷
常
に
神
遊
す
、
我
に
塵
累
あ
り
と
雖
も
、
自
雲
頭
上
に
浮
ぶ
、
蓮
峯
は
こ

れ
我
が
友
、
相
対
し
て
日
に
悠
々
。
　

老
蘇
七
十
九

蓮
峯
は
富
岳
。
塵
累
は
塵
埃
と
煩
累
。
昭
和
十
年
の
時
の
湖
海
虚
名
七
絶
で

風
塵
を
固
執
し
た
翁
は
、
そ
れ
か
ら
六
年
経

っ
た
こ
の
詩
で
は
、
俗
塵
の
つ
も

り
で
塵
累
を
用
い
て
い
る
。
記
憶
の
い
い
翁
は
こ
ん
な
点
に
も
ち
ゃ
ん
と
意
を

用
い
て
い
る
。

憶
慨
五
言

（昭
和
十
九
年
）

懐
慨
ま
た
懐
慨
、
幽
憂
更
に
幽
憂
、
借
間
す
底
事
を
か
憂
う
、
語
ら
ん
と
欲
す

れ
ど
も
自
由
な
ら
ず
、
四
海
誰
か
知
己
あ
る
、
膝
を
抱
い
て
吟
じ
て
峨
々
、
何
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ぞ
似
た
る
長
松
の
下
、
仰
い
で
自
雲
の
浮
ぶ
を
看
る
に
、
何
ぞ
似
た
る
碧
巌
の

上
、
俯
し
て
治
浜
の
流
る
る
を
轍
る
に
、
行
贅
と
流
水
と
、
天
地
自
ら
悠
々
。

老
蘇
八
十
二

嗽
々
は
憂
え
な
げ
く
さ
ま
。
杜
甫
に

「
天
陰
―‐１１
湿

′――
嗽
々
」
の
句
が
あ
る
。

翁
は
こ
の
年
の
七
月

一
日
に
東
条
首
相
と
会
見
し
て
い
る
ぃ
こ
の
詩

は
き

っ

と
そ
の
前
後
の
作
と
思
わ
れ
る
。

「
語
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
白
山
な
ら
ず
」
と

い
う
表
現
は
全
く
露
骨
で
あ
る
。

往
年
の
論
客
が
言
論
を
全
く
制

作

さ
れ
て

「
四
海
誰
か
知
己
あ
る
」
と
い
い
孤
軍
無
援
の
か
た
ち
で
「膝
を
抱
い
て
峨
々
」

に
至
っ
て
は
、
国
運
の
落
ち
行
く
先
も
知
れ
て
い
た
ろ
う
。

北
宋
の
時
、
新
法
党
の
首
領
王
安
石

一
派
が
廟
堂
を
占
拠
し
て
、旧
法
党
（元

祐
党
）
の
蘇
東
妓
な
ど
を
放
逐
流
請
し
た
始
末
と
似
て
い
る
。
東
妓
は
こ
の
時

黄
州
に
貶
せ
ら
れ
、
こ
こ
で
前
後
赤
壁
の
賦
を
書
い
た
。
そ
の
時
に
黄
州
寒
食

の
詩
二
首
を
も
つ
く
っ
た
。
寒
食
の
詩
第
二
首
の
最
後
の
部
分
が
次
の
よ
う
に

吟
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
…
‥
那
ん
ぞ

知
ら
ん
是
れ
寒
食
、
但
だ
見
る
鳥
の
紙
を
衛
む
を
、
君
門
深

き
こ
と
九
Ｉ
、
墳
朱
万
‐――
に
在
り
、
也
た
塗
窮
に
哭
せ
ん
と
擬
す
、
死
灰
吹
け

ど
も
起
た
ず
」

絨
口
令
の
五
圧
の
下
に
、　
‐
―
論
の
自
由
を
作
わ
れ
た
状
熊
を
、
鳥
の
紙
を
ふ

く
む
と
う
た
い
、
自
分
の
政
治
生
命
の
没
落
と
再
記
不
能
を
、
叩
に
■
つ
か

，

て
哭
き
、
消
え
た
火
の
灰
は
吹
い
て
も
起
っ
て
こ
な
い
と
慨
い
て
い
る
ぃ
情
々

抱
い
て
峨
々
、
と
い
う
さ
ま
は
ま
さ
に
こ
の
状
態
を
い
う
。
東
城
の
こ
の
詩
巻

は
、
も
と
日
本
に
あ
っ
た
。
詩
の
末
尾
に

「
右
黄
州
寒
食
二
首
」
と
だ
け
し
て

あ
―，
、
蘇
賦
の
落
款
の
無
い
の
は
前
年
筆
禍
に
問
わ
れ
た
こ
と
を
慮

っ
て
の
こ

と
と
考

‐
――――
さ
ね
て
い
る
。

蘇
峯
翁
の

「
日
本
男
児
」
や

「
神
国
日
本
」
が
、
巻
間
誤
解
を
受
け
て
独
驀

ｌｉ
義
者
や
単
純
右
翼
と
混
同
さ
れ
る
む
き
が
あ
る
の
で
藪
に
蛇
足
を
補

っ
て
然

バ
う
次
第
で
あ
る
。

忠
債
衝
天
五
言

（昭
和
二
十
年
）

血
涙
誰
が
た
め
に
か
椰
う
、
丹
心
と
自
首
■
う
、
治
桑
帳
瞬
の
変
、
八
卜

．
年

の
非
、
客
来

っ
て
世
事
を
談
ず
、
世
＝
煩
に
勝
え
ず
、
相
送
る
衡
円
の
外
、
青

山
笑
っ
て
言
わ
ず
、
君
看
よ
屋
上
の
旗
、
脳
脳
と
し
て
風
の
吹
く
に
任
す
、
借

円
す
男
児
の
国
、
何
人
か
骨
あ
る
の
児
、
狡
児
大
機
を
弄
し
て
、
款
を
納
れ
て

間
中
に
飛
ぶ
、
憐
殺
す
七
千
万
、
誰
か
首
陽
の
薇
を
栄
る
、
昨
は
非
に
し
て
復

た
今
は
，１１
、
何
れ
の
処
に
か
真
機
あ
る
、
誰
か
知
る
是
非
の
外
、
自
雲
頭
上
を

飛
六
を
中
山
蘇
八
卜
　
　
岳
施
忍
辱
奄
に
於
て
　
昭
和
二
十
年
九
月
念

一　
冷

雨
＝
条
の
朝
　
川
蘇
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
れ
は
紙
で
な
く
て
杉
の
畑
螂
板
に
占
い
て
あ
る
「
な
お
‐中
詢慣
人
を
山
く
‐
　
４

と
い
う
題
字
が
あ
る
。
治
桑
之
変
は
手
畑
が
変
――
で
海
ル
な
る

‐́　
‘Ｌ
で
‐―――
勢
の

急
変
す
る
こ
と
を
い
う
。
衡
円
―
隠
者
の
家
の
円
ぃ
狡
児
―
す
る
い
小
も
の
ぃ

款
―
款
言

（そ
ら
ご
と
）
。

進
駐
胡
兵
七
絶

（昭
和
二
十

一
年
）

准
け
の
胡
兵
颯
爽
と
し
て
過
ぐ
、
満
都
斉
し
く
唱
う
太
平
の
歌
、
波
に
随
い
浪

存
‘

り
占
か
＝
１１
■
ド
、
治
海
織
―■
流
ろ
る
存
・党
に
若
何
に
せ
ん
。
　

頑
蘇

八

波
に
‐ｌｉｆ，
い
沖
を
渉
う
■
は
オ
嘱
な
く
‐ｌｌｉ
流
に
―――
励
却
白
―
（
４
い
う
　

‐――
リ

軍
を
胡
兵
と
い
い
、
胡
曖
の
ス
′ヽ
―
卜
さ
に
―１１
・、
て
ヽ
敗
職
国
民
の
み
に
あ
な

姿
と
い
じ
ら
し
い
顔
つ
き
が
日
に
浮
六
．
＝
兵
に
阿
訳
し
た
古
足
ら
ず
の
―１１１
１

こ
れ
は
今
で
は
満
都
で
な
く
全
国
に
――――
え
ら
れ
て
い
る
が
―
太
平
の
歌
に
ち
が

い
な
い
。
泰
平
と
せ
ず
に
太
平
と
し
た
の
は
妙
。
半
切
に
書
か
れ
た
こ
の
詩
は

太
を
特
に
フ
テ
ブ
テ
し
く
書
い
て
全
体
の
調
子
を
破

っ
て
い
る
。
民
心
が
不
安

で
物
情
騒
然
た
る
当
時
の
状
況
、
義
理
人
情
地
に
お
ち
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を

噛
む
女
だ
け
が
日
本
を
代
表
し
て
颯
爽
と
し
て
潤
歩
し
て
い
た
。
こ
の
情
景
を

槍
海
横
に
流
れ
る
と
描
写
し
た
あ
た
り
、
千
金
の
貰
禄
を
発
揮
し
て
余
す
と
こ

ろ
な
し
。
こ
の
七
絶
は
出
品
せ
ず
私
の
手
許
に
あ
る
。
翁
の
詩
は
尋
常

一
様
の

も
の
で
な
い
か
ら
、
そ
の
筆
蹟
と
併
わ
せ
て
豊
賞
す
べ
き
で
あ
る
。

和
歌

（敗
戦
直
後
の
作
と
思
わ
れ
る
）

何
事
も
変
り
果
て
た
る
世
の
中
に

む
か
し
な
か
ら
の
不
二
の
神
山

翁
は
八
十
三
歳
を
以
て
敗
戦
を
迎
え
、　
一
切
の
公
職
辞
表
を
内
閣
に
送
っ

た
。
間
も
な
く
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
晩
晴
草
堂

に
は
以
前
に
く
ら
べ
て
訪
れ
る
人
も
少
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
九
月

一
口

戦
犯
が
よ
う
や
く
解
け
た
。

新
島
先
生
の
書
に
題
す
五
絶

（昭
和
二
十

一
年
）

真
理
寒
梅
に
似
た
り
、
敢
て
風
雪
を
侵
し
て
開
く
、
人
生
精
進
の
業
、
澤
て
克

顛
よ
り
来
る
。
　

頑
蘇
八
十
四

こ
の
詩
は
、
戦
犯
容
疑
者
の
心
境
を
寒
梅
に
警
え
て
う
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
前
二
句
は
新
島
先
生
の
句
、
あ
と
の
二
句
は
静
峯
詞
友
の
需
め
に
応
じ
て

翁
が
加
え
た
も
の
で
あ
り
、　
新
島
先
生
の
意
を
得
た
も
の
か
否
か

を
知
ら
な

い
が
、
続
刻
の
識
を
免
が
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
が
書
い
て
あ
る
。

続
狙
と
は
善
美
な
も
の
に
粗
悪
な
も
の
を
附
け
加
え
る
こ
と
。
な
お
九
十
四
歳

の
時
、
同
志
社
の
八
十
周
年
記
念
に

「
先
哲
の
志
」
と
書
し
て
新
島
先
生
を
偲

ん
で
い
る
。

胡
蘭
成
氏
は
南
京
政
府
の
領
袖
江
精
衛
氏
の
寒
梅
の
詩
を
胸
中
に
秘
め
て
い

る
。
そ
の
詩
を
こ
こ
に
録
し
て
風
雪
の
人
を
併
わ
せ
て
偲
び
た
い
と
思
う
。

梅
花
素
心
有
り
、
雪
月
同

一
色
、
照
徹
す
長
夜
の
中
、
遂
に
天
下
を
し
て
白
か

ら
し
む
。

談
笑
死
生
七
絶

（昭
和
二
十

一
年
）

死
生
を
談
笑
す
る
何
ぞ
奇
と
す
る
に
足
ら
ん
や
、
乾
坤
を
再
造
す
る
是
れ
男
児

人
謀
は
天
機
の
動
く
に
若
か
ず
、
請
う
看
よ
潮
来
り
風
起
る
の
時
。
奥
村
仁
兄

晩
晴
草
堂
を
過
訪
せ
ら
る
　
欣
然
相
迎
え
卒
に
賦
し
て
誨
を
乞
う
　
再
生
頑
蘇

頚
齢
八
十
又
四

奥
村
喜
和
男
氏
の
来
訪
を
受
け
て
、
に
わ
か
に
活
気
だ
ち
、
ジ
タ
バ
タ
し
て

も
仕
様
が
な
い
、
天
機
胎
動
の
期
を
待
つ
心
境
を
う
た
っ
て
い
る
。
再
生
頑
蘇

が
欣
然
相
迎
え
る
よ
ろ
こ
び
に
対
し
て
、
八
十
又
四
と
翁
が
特
別
に
使
う
又
を

特
に
入
れ
て
い
る
あ
た
り
に
気
を
留
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

和
歌

（昭
和
二
十

一
年
）

獅
子
は
吼
え
虎
は
哺
↑
夢
覚
め
て

枕
に
通
ふ
庭
の
松
風

昭
和
二
十

一
年
十
二
月
初
人
の
夕
、
枕
上
作
あ
り
　
蘇
峯
正
敬

特
に
日
を
記
し
て
あ
る
の
は
、
こ
の
日
は
敗
戦
後
二
度
目
に
迎
え
る
大
東
亜

戦
開
戦
記
念
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
の
憶
慨
五
言
の

「
行
雲
と
流
水

と
、
天
地
自
ら
悠
々
」
が
、
枕
に
通
う
松
籟
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。

熱
海
の
晩
晴
草
堂
の
庭
に
は
、
数
十
本
の
老
松
が
枝
を
交
え
て
草
堂
を
囲
ん
で

い
た
。
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自
画
自
賛

（昭
和
二
十
二
年
）

獅
子

一
吼
す
れ
ば
百
獣
の
脳
破
裂
す
。
　

頑
蘇
八
十
五

こ
の
句
は
達
磨
に
似
た
自
画
像
の
賛
で
あ
る
。
翁
が
若
し
生
き
永
ら
え
て
、

即
今
の
社
会
情
景
を
見
た
な
ら
ば

「
百
獣
の
脳
腐
敗
し
て
獅
子
黙
然
」
と
で
も

い
う
な
ら
ん
か
。

句

（昭
和
二
十
三
年
）

一
場
の
春
夢
覚
め
て
痕
な
し
。
戊
子
八
月
　
百
敗
院
泡
沫
居
士
碩
齢
八
十
六

翁
の
法
名
は

「
百
敗
院
泡
沫
頑
蘇
居
士
」
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
自
製
の
戒
名

だ
ろ
う
と
思
う
。
有
髪
の
僧
で
あ
っ
た
蘇
峯
和
尚
は
こ
ん
な
こ
と
に
お
布
施
を

出
し
て
本
職
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
は
し
な
い
。
然
る
べ
き
筋
で
受
戒
さ
れ
た
な

ら

「
百
敗
院
殿
泡
沫
頑
蘇
大
居
士
」
と
さ
れ
、
庶
民
の
列
か
ら
外
さ
れ
て
迷
惑

す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
ろ
う
か
ら
。
敗
戦
直
後
に
自
木
の
位
牌
に
こ
の
戒
名

を
自
書
し
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
十
年
目
の
昭
和
三
十
二
年
十

一
月
二
日

永
眠
の
際
に
は
、
す
ぐ
に
こ
の
位
牌
が
枕
頭
に
立
て
ら
れ
た
。

剛
腸
を
貴
ぶ
と
共
に
「
忍
辱
を
以
て
瞑
患
を
摂
し
禅
定
を
以
て
乱
意
を
摂
す
」

と
い
い
、
翁
は

「
和
気
平
心
」
を
念
願
と
し
て
い
た
。

豆
海
五
絶

（昭
和
二
十
四
年
）

豆
海
の
澪
に
栖
遅
し
て
、
松
風
独
吟
を
伴
う
、
頭
上
嶺
雲
白
く
、
脚
下
煙
水
深

し
。
藤
井
国
手

一
粂
　
頑
蘇
八
十
七

藤
井
国
手
は
翁
の
侍
医
で
あ
ろ
う
。　
一
楽
は
下
手
な
詩
を
お
笑
い
下
さ
い
と

い
う
立思
。

和
歌

（作
年
未
詳
）

伊
豆
の
海
ゆ
寄
せ
来
る
波
に
占
間
は
ん

幾
代
を
経
な
ば
本
に
復
る
と
　
　
菅
原
正
敬

病
史
呻
吟
語

（昭
和
二
十
四
年
）

伊
豆
の
山
人
御
機
嫌
如
何
が

年
は
と
―，
て
も
気
は
強
い

俺

の
恋
人

‐
――――
か
た
想
う

神
の
造

「
た
日
本
国

己
＝
六
月
　
頑
蘇
ベ
ト
ーｉ

敗
戦
以
米
国
民
史
の
執
筆
を
絶

，
ｔ
い
た
”
は
、
ｒ
の
年
上
次

て
病
ん
で
い
た
。

病
床
に
あ

「
で
、　
二
／１
な
部
都
“
布
「
ｔ

，

た
。

ユ
ー
モ
ア
と
病
気
と
を
戦
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
¨

江
左
風
流
七
絶

（明
治
三
十
九
年
中
国
旅
行
途
次
作

昭
和
二
十
五
年
書
）

江
左
風
流
跡
秒
茫
、
明
時
宮
開
亦
荒
涼
、
秋
光
十
里
金
陵
の
路
、
野
菊
花
開
い

自
画
の
達
磨
に
賛

（昭
和
二
十
四
年
）

当
坐
遣
繰
諸
公
二
任
ス
、
私
シ
ハ
仮
睡
ノ
五
百
年
。

こ
の
だ
る
ま
は
睡
眠
で
な
く
仮
睡
状
態
だ
か
ら
、

ま
す
。
当
時
の
ひ
ど
い
物
資
遍
迫
時
代
を
想
う
と
、

図
々
し
い
達
磨
で
あ
る
。

句

（昭
和
二
十
四
年
）

丈
夫
剛
腸
を
貴
ぶ
。
　

頑
蘇
八
十
七

頑
蘇
八
十
七

茶
碗
の
音
に
す
ぐ
目
を
さ

五
百
年
の
仮
睡
と
は
少
し

―- 6-7-

て
細
々
香
る
。
旧
作
を
録
し
て
浅
野
大
雅
伯
の
誨
を
乞
う
　
　
蘇
隻
八
十
八

絹
本
に
サ
ラ
ッ
と
書
き
、
雅
味
の
深
い
書
で
あ
る
。
浅
野
長
武
氏
の
蔵
に
な

っ
て
い
る
。
金
陵
は
南
京
。
次
に
掲
げ
る
雁
門
風
雪
七
絶
も
こ
の
詩
と
同
じ
時

に
作

っ
た
旧
作
で
あ
ろ
う
。

雁
門
風
雪
七
絶

（昭
和
二
＋
五
年
書
）

雁
門
の
風
雪
長
江
の
雨
、
身
は
飛
鴻
に
似
て
定
雛
な
し
、
帰
臥
す
湘
南
夢
亦
穏

か
、
満
窓
の
晴
日
蓮
峯
に
対
す
。

展
覧
会
に
は
不
出
品
の
も
の
で
あ
る
が
、
私
の
好
き
な
詩
で
書
も
い
い
。
宮

田
氏
蔵
。
北
の
雁
門
関
と
南
の
楊
子
江
と
雪
と
雨
の
対
比
が
大
陸
の
大
を
思
わ

し
め
、
そ
う
い
う
長
途
の
旅
行
の
疲
れ
を
我
が
家
に
帰

っ
て
養

っ
て
い
る
気
持

ち
が
よ
く
わ
か
る
。
定
樅
―
き
ま
っ
た
足
跡
。

国
破
山
河
七
絶

（昭
和
二
十
五
年
）

国
破
れ
て
山
河
態
を
変
じ
て
新
た
な
り
、
肯
て
成
敗
に
由
り
吾
が
真
を
喪
わ
ん

や
、
首
陽
の
兄
弟
応
さ
に
相
笑
う
べ
し
、
鉄
面
頑
民
未
だ
死
せ
ざ
る
の
人
。
蘇

隻
八
十
八

三
茎
の
薇
が
書
い
て
あ
る
。
胡
蘭
成
氏
は

「
そ
れ
伯
夷
叔
斉
、
殿
末
周
初
に

当
た
り
て
の
事
よ
り
、
以
来
三
千
年
、
而
し
て
日
本
の
敗
戦
あ
り
、
先
生
は
徒

ら
に
国
破
れ
て
民
そ
こ
な
う
を
悲
じ
む
に
あ
ら
ず
、
実
に
天
下
の
礼
義
文
明
の

亡
ぶ
る
を
傷
め
る
な
り
。
こ
の
故
に
先
生
は
近
世
日
本
国
民
史
を
著
わ
し
、
以

て
世
の
た
め
に
信
を
立
つ
。
…
…
…
余
は
先
生
の
文
章
と
書
法
と
に
於
て
、
巨

巌
に
当
た
れ
る
が
如
く
、
た
だ
学
力
の
み
に
あ
ら
ず
、
す
な
わ
ち
そ
の
大
節
あ

り
て
能
く
然
る
も
の
な
る
こ
と
を
深
く
感
ず
。
そ
の
百
巻
の
史
書
は
、
こ
れ
を

三
茎
の
蕨
に
得
た
り
と
い
う
も
可
な
ら
ん
か
」
と
言
っ
て
い
る
。成
敗
に
由
る
と

は
戦
争
の
勝
ち
負
け
に
由
る
と
い
う
意
。
首
陽
の
兄
弟
―
首
陽
山
に
入
っ
て
周

の
粟
を
食
ら
わ
な
か
っ
た
段
末
の
志
士
伯
夷
と
叔
斉
。

曽
不
参
禅
七
絶

（作
年
未
詳
）

鰊
て
参
禅
せ
ず
念
仏
せ
ず
、
満
身
に
青
山
の
性
霊
凝
る
、
半
生
閑
却
す
屠
竜
の

術
、
大
地
空
し
く
＝
む
有
髪
の
僧
。
　

蘇
峯

屠
竜
の
術
と
は
元
来
は
、
実
用
に
役
立
た
ぬ
術
を
い
う
の
だ
が
、
蘇
峯
翁
の

場
合
は
そ
れ
が
自
分
の
本
来
の
使
命
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
天
下
の
経
綸
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
参
禅
も
せ
ず

念
仏
も

――――
え
ず
、　
ＩＬ
つ
又
自
分
の
使
命
の

屠
竜
の
術
を
み
が
く
こ
と
も
な
お
ざ
り
に
し
た
有
髪
の
僧
が
意
味
も
な
く
生
き

永
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
、
俺
の
か
ら
だ
に
は
青
山
の
性
霊
が
凝

っ
て
い
る
の

だ
、
い
ま
に
見
て
い
ろ
、
と
い
う
詩
意
で
あ
る
。

東
岐
の
七
絶

（昭
和
二
十
五
年
）

此
の
身
常
に
外
物
と
同
じ
き
に
擬
す
、
浮
雲
の
変
化
樅
跡
な
し
、
藩
に
問
う
何

ぞ
苦
し
ん
で
我
が
真
を
写
す
、
君
言
う
こ
れ
を
好
ん
で
柳
か
自
適
す
と
。
福
陵

撮
影
芸
術
士
大
森
君
基
道
携
贈
頑
蘇
老
人
肖
像
　
神
栄
尖
々
風
趣
生
動
　
感
賞

を
禁
ぜ
ず
　
働
ち
東
妓
の
詩
句
を
録
し
て
謝
意
を
中
ぶ
　
蘇
隻
八
十
八

大
森
氏
が
撮
っ
た
蘇
翁
の
写
真
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
自
分
の
仕
事
に
精
進
し

て
自
適
す
る
よ
う
な
人
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
翁
の
自
作

の
詩
で
は
な
い
が
、
蘇
東
妓
を
愛
し
た
翁
の
心
情
を
知
る
た
め
に
特
に
と
り
入

れ
た
。経

国
文
章
七
絶

（昭
和
二
十
六
年
）

経
国
の
文
章
跡
煙
に
似
た
り
、
寧
ろ
期
せ
ん
史
を
修
め
て
前
賢
に
較
ぶ
る
を
、



一
腔
の
熱
血
木
だ
鎗
尽
せ
ず
、
筆
削
す
中
興
明
治
の
篇
。
辛
卯
紀
元
節
　
蘇
史

翁
頚
齢
八
十
九

中
興
明
治
の
篇
は
国
民
史
の
完
結
篇
で
あ
る
。
綽
尾
の
努
力
を
傾
注
し
つ
つ

あ
る
八
十
九
翁
の
意
気
を
壮
と
す
べ
き
で
あ
る
。
後
出
の
忠
憤
志
修
史
五
百
の

「
筆
を
投
じ
て
独
り
断
腸
」

と
併
わ
せ
味
う
べ
き
詩
。　
同
じ
日
に

「
史
を
修

め
て
国
恩
に
酬
ゆ
」

と
書
い
て
い
る
。　
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
れ
ば

安
心
も
出

来
る
で
あ
ろ
う
が
、
筆
を
休
め
て
い
た
時
代
に
国
民
史
に
寄
せ
た
和
歌

一
首

に

「
晩
晴
草
堂
の
手
栽
の
銀
杏
色
つ
き
ぬ
わ
か
国
民
史
い
つ
か
成
る
へ
き
」
と

い
う
の
が
あ
る
。

自
画
自
賛

（昭
和
二
十
六
年
）

九
転
十
起
是
れ
吾
が
耐
久
の
朋
。
　

蘇
曼
八
十
九

九
十
に
重
ん
と
し
て
、
な
お
百
ま
で
の
気
慨
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
は

達
磨
で
あ
る
。
他
に
堅
山
南
風
画
伯
の
達
磨
に

「挙

一
明
三
、
日
機
妹
両
」
と

賛
し
た
も
の
本
あ
る
。
碧
巌
録
の
句
で
、
極
め
て
感
度
が
鋭
く
利
口
な
こ
と
を

意
味
す
る
語
で
あ
る
。

湯
盤
石
鼓
七
絶

（昭
和
二
十
六
年
）

湯
盤
石
鼓
那
ん
ぞ
論
ず
る
を
須
い
ん
、
科
斗
胸
に
満
ち
欄
っ
て
雲
に
似
た
り
、

興
に
乗
じ
て

一
た
び
三
寸
の
鉄
を
揮
え
ば
、
天
機
発
動
し
て
自
ら
文
を
な
す
。

宮
田
雅
宗
手
刻
の
図
章
を
恵
投
す
　
金
玉
大
小
案
上
堆
を
な
す
　
欣
慰
局
ぞ
勝

え
ん
　
卒
に
賦
し
て
謝
意
を
伸
ぶ
　
　
蘇
隻
八
十
九

湯
盤
、
殷
代
の
盤
銘
の
こ
と
。
石
鼓
、
周
代
の
石
鼓
文
を
い
う
。
共
に
金
石

古
文
を
指
す
。
科
斗
、
最
も
古
い
初
期
の
文
字
は
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
形
を

し
て
い
た
の
で
古
い
文
字
を
科
斗

（お
た
ま
じ
ゃ
く
し
）
文
と
い
う
。
こ
れ
は

宮
四
氏

（遊
記
山
人
）
に
印
草
を
作

っ
て
も
ら
っ
た
お
礼
の
詩
で
あ
る
が
、
翁

の
使

っ
た
印
章
、
特
に
晩
年
の
も
の
の
大
半
は
遊
記
刻
で
あ
る
。
宮
田
氏
は
象

刻
に
も
書
に
も
、
本
業
の
料
理
と
同
様
に
深
い
愛
着
と
造
詣
と
手
腕
を
も
っ
て

い
る
。
私
は
曽
て
遊
記
山
人
愛
石
賦
な
る
も
の
を
作

っ
た
。
蘇
翁
の
詩
意
が
赴

く
方
向
と
私
の
方
向
と
が
携
を

一
に
し
た
こ
と
を
誇
に
思

っ
て
い
る
。

巨
刃
摩
天
七
絶

（昭
和
二
十
七
年
）

巨
刃
天
を
摩
し
碧
空
を
発
く
、
神
光
万
丈
望
み
窮
り
な
し
、
大
観
の
佳
称
説
く

を
須
い
ず
、
五
岳
魏
然
と
し
て
眼
中
に
落
つ
。
蘇
岳
大
観
峯
展
望
　
宮
田
詞
宗

誨
政
せ
　
蘇
峯
九
十
里

塩
崎
氏
を
伴

っ
て
九
州
に
赴
い
た
と
き
に
阿
蘇
山
を
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

句

（昭
和
二
十
七
年
）

１１１ｉ
恩
山
よ
り
も
重
し
。
昭
和
壬
辰
十

一
月
二
十

一
日
同
志
社
新
島
先
生
遺
品
館

に
於
い
て
　
及
門
蘇
峯
正
敬
類
齢
九
十
の
記
す

及
門
は
門
下
生
の
意
味
で
あ
る
。

新
島
襄
先
生
が
若
か
り
し
時
の
蘇
翁
に
与
え
ら
れ
た
歌

い
し
か
ね
も
透
れ
か
し
と
て
ひ
と
筋
に

射
る
矢
に
こ
む
る
大
丈
夫
の
意
地

明
断
源
自
石
五
言

（昭
和
二
十
七
年
）

明
断
は
源
白
石
、
能
文
は
頼
山
陽
、
豊
敢
て
先
哲
に
擬
せ
ん
や
、
特
立
――
張
あ

り
、
湖
海
知
己
存
す
、
名
山
に
蔵
す
る
を
須
い
ず
。
静
峯
賢
友
の
為
め
　
蘇
Ｑ

九
十

-8--9-

源
白
石
は
新
井
自
石
。

忠
憤
志
修
史
五
言

（昭
和
二
十
七
年
）

忠
憤
修
史
に
志
す
、
三
十
五
星
霜
、
完
成
す

一
百
巻
、立
言
更
に
堂
々
、老
批
の

墓
木
に
供
す
、
劫
余
孟
光
を
喪
う
、
顔
然
九
十
里
、
筆
を
投
じ
て
独
り
腸
を
断

つ
。
　

静
峯
賢
友
の
為
め
に
　
蘇
隻
九
十

近
世
日
本
国
民
史
脱
稿
の
凱
歌
で
あ
る
。
原
稿
二
十
三
万
余
枚
。
百
二
十
字

詰
新
聞
原
稿
で
二
千
七
百
六
十
万
余
字
。
老
既
の
墓
木
―
国
民
史
の
脱
稿
を
待

た
ず
に
先
逝
さ
れ
た
静
子
夫
人
の
墓
標
。
劫
余
孟
光
を
う
し
な
う
と
は
、
掠
奪

に
遇
っ
て
若
さ
を
失
う
の
意
。
斉
自
石
は
、
寿
は
劫
の
余
と
い
っ
た
。
戦
災
で

焼
か
れ
た
町
ほ
ど
立
派
に
復
興
し
た
如
く
、
銭
骨

一
派
を
な
し
た
自
石
翁
も
蘇

峯
翁
と
同
じ
く
九
十
五
の
寿
を
保
っ
た
。
奪
わ
れ
る
ほ
ど
長
生
き
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
斉
自
石
は
近
代
中
国
の
代
表
的
文
人
。
翁
と
生
没
年
を
同
じ
く
し
て

い
る
。
日
本
人
で
自
石
を
見
出
し
た
最
初
の
人
は
お
そ
ら
く
蘇
峯
翁
で
は
な
か

ろ
う
か
。

句

（昭
和
二
十
八
年
）

忠
魂
永
存
。
蘇
峯
正
敬
書
類
齢
九
十

一

翁
の
書
は
こ
の
頃
か
ら
泰
山
石
経
の
気
を
帯
び
て
き
て
い
る
。
私
の
出
品
し

た
八
十
三
歳
書
の

「
至
誠
」
、
ま
た
同
じ
年
の

「
飛
竜
乗
雲
」
は
語
意
も
ち
が

う
が

「
忠
魂
永
存
」
の
方
が
円
熟
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
平
心

無
我
」
の
筆
意
も
絶
妙
。
金
に
弱
い
と
い
わ
れ
る
日
本
人
が
、
上
野
の
山
で
列

を
つ
く

っ
て
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
を
観
賞
し
て
い
る
。
私
も
行
っ
て
見
た
。
装
飾

品
と
芸
術
品
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
。
芸
術
品
は
装
飾
に
も
使
え
る
が
、
装

飾
品
は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

翁
の
筆
に
は
出
来
不
出
来
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
李
自
や
杜
甫
の
詩
も
そ
う

で
あ
り
、
王
義
之
や
欧
陽
詢
の
書
に
あ
っ
て
も
然
り
で
あ
る
。
不
出
来
と
い
っ

て
も
凡
俗
の
も
の
で
は
な
い
。
装
飾
品
に
対
す
る
観
念
に
堕
し
て
相
対
し
て
は

な
ら
ぬ
。

東
崚
の
句

（昭
和
二
十
八
年
）

脚
力
尽
く
る
時
山
更
に
好
し
、
有
限
を
以
て
無
窮
を
珍
う
こ
と
莫
れ
。
是
は
東

城
居
士
の
句
　
吾
人
須
ら
く
窄
々
服
膚
す
べ
き
金
誡
な
り
　
蘇
隻
九
十

一

翁
は
古
語
は
別
と
し
て
、
自
作
の
語
句
を
書
く
の
を
建
前
と
し
て
い
た
。
東

披
は
特
に
好
き
で
書
斎
に
羅
池
廟
の
碑
拓
を
懸
け
て
い
た
。
こ
の
碑
拓
は
、
翁

の
病
床
を
見
舞
い
に
参
向
し
た
宮
田
氏
に
、
は
ず
し
て
持
ち
帰
る
よ
う
に
云
わ

れ
、
い
ま
宮
田
氏
の
成
に
な
っ
て
い
る
。
劫
を
自
ら
歓
迎
し
て
い
た
翁
は
孟
光

は
失
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
余
楽
の
恩
沢
に
浴
し
て
い
た
人
と
い
え
る
。
東
妓

の
句
の
示
す
が
如
く
、
有
限
の
人
生
を
以
て
無
窮
の
羅
池
廟
碑
の
生
命
を
追
う

こ
と
は
禁
物
だ
と
観
じ
て
い
た
こ
と
と
思
う
。

貧
不
足
童
の
格
言

（作
年
未
詳
）

貧
は
碁
ず
る
に
足
ら
ず
、
羞
ず
べ
き
は
そ
れ
貧
に
し
て
志
の
無
き
こ
と
な
り
、

賤
は
殊
ず
る
に
足
ら
ず
、
羞
ず
べ
き
は
そ
れ
賤
に
し
て
能
な
さ
こ
と
な
り
、
老

は
嘆
く
に
足
ら
ず
、
嘆
く
べ
き
は
老
い
て
生
を
虚
う
す
る
こ
と
な
り
、
死
は
悲

し
む
に
足
ら
ず
、
悲
し
む
べ
き
は
死
し
て
補
な
き
こ
と
な
り
。
　

蘇
峰
老
人

補
は
輔
、
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
。
別
に
九
十
五
歳
の
時
の
句
に

「
短
褐
論

交
天
地
の
間
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
褐
は
賤
し
い
者
の
着
る
着
物
。

間
四
郎
氏

（峡
南
山
人
）
は
私
の
長
友
の

一
人
で
あ
る
。
全
く
文
字
通
り
の



短
褐
の
風
体
を
し
て
旅
行
に
出
る
。
よ
れ
よ
れ
の
半
パ
ン
ツ
で
ズ
ッ
ク
靴
、
工
員

さ
ん
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
棒
切
れ
を
杖
に
し
て
い
る
。
岐
阜
県
中
津
川
市
の
生

ま
れ
で
あ
る
。
今
夏
の
こ
と
、
中
津
川
で
汽
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ

「
モ

シ
モ
シ
こ
れ
は

一
等
車
で
す
よ
」
と
乗
客
に
注
意
さ
れ
た
。
車
中
天
地
の
間
を

論
交
し
、
乗
り
遅
れ
で
な
く
降
り
忘
れ
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
ん
な
話
を
書

か
れ
る
の
は
山
人
に
と
っ
て
は
迷
惑
で
あ
ろ
う
。
が
、
か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ン

の
流
行
す
る
現
代
で
は
、
蘇
峯
逝
い
て
短
褐
空
し
く
、
論
交
鈴
尽
し
て
巷
説
天

地
に
満
つ
と
懐
慨
さ
れ
る
む
き
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
薮
に
紹
介
の
労
を
と

る
所
以
で
あ
る
。
峡
南
翁
作
濫
魂
五
言
詩
を
録
載
し
て
老
生
不
虚
、
短
褐
未
尽

を
地
下
の
蘇
峯
翁
に
対
え
奉
る
。

胡
坐
す
双
六
の
嶺
、
感
応
無
生
を
得
た
り
、
暗
裡
自
ら
明
あ
り
、
湖
光
忽
ち
出

現
す
、
槍
岳
諸
天
に
遍
り
、
緯
頭
日
辺
に
近
し
、
首
を
回
ら
せ
ば
殺
生
の
谷
、

生
死

一
瞬
の
険
、
梓
棧
道
蜀
に
似
て
、
眼
下
碧
漂
冷
や
か
な
り
、
水
光
脚
底
を

照
し
、
浄
念
我
を
開
眼
す
、
晴
開
松
陽
平
に
し
て
、
仰
ぎ
謄
れ
ば
剛
稜
巳
し
、

蘇
漢
に
従

っ
て
南
下
、
間
々
双
脚
を
伸
ば
し
、
悠
々
恵
岳
に
対
す
。

峡
南
翁
は
七
十
八
齢
に
し
て
毎
夏
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峯
を
縦
走
す
る
。
真

に
、
老
い
て
生
を
虚
う
せ
ぎ
る
も
の
と
謂
う
べ
き
か
。

句

（昭
和
二
十
九
年
）

淡
泊
明
志
。
中
曽
根
賢
友
字
を
正
せ
　
蘇
隻
九
十
二

政
治
家
の
心
情
を
中
曽
根
康
弘
氏
に
明
示
し
た
も
の
。
検
察
庁
は
中
曽
根
氏

か
ら
こ
れ
を
借
り
受
け
て
復
製
版
を
つ
く
り
、
東
京
都
を
手
始
め
に
議
士
議
員

に
配
る
べ
し
。
仕
事
が
よ
ほ
ど
楽
に
な
る
。

ｈ
コ

ー

ー

「

一
字

（昭
和
三
十

一
年
）

寿
　
蘇
隻
九
十
四

清
水
董
三
氏
長
男
の
結
婚
祝
に
揮
宅
し
た
も
の
で
胡
氏
絶
賛
の
書
。
泰
山
の

石
経
に
伍
す
と
は
斯
く
の
如
き
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

句

（昭
和
三
十
二
年
）

老
鶴
万
里
の
心
。
蘇
隻
九
十
五

蟄
竜
三
冬
臥
、
老
鶴
万
里
心

（杜
甫
）
。
同
年
の
作
と
し
て
雲
海
な
ど
も
あ

る
。
共
に
書
と
し
て
素
晴
ら
し
い
出
来
の
も
の
と
思
う
。
老
鶴
万
里
心
は
永
逝

四
ケ
月
前
の
書
と
聞
く
。

句

（昭
和
三
十
二
年
）

其
の
中
を
執
れ
。
岡
村
社
長
先
生
之
を
正
せ
　
蘇
雙

こ
れ
も
最
晩
年
の
す
ば
ら
し
い
出
来
ば
え
の
書
で
あ
る
。
泰
山
石
経
に
伍
す

も
の
の

一
つ
。

衝
天
意
気
七
絶

（昭
和
三
十
二
年
）

衝
天
の
意
気
百
娘
披
く
、　
一
貫
の
精
神
独
り
自
ら
知
る
、
功
利
紛
々
那
ん
ぞ
数

う
る
に
足
ら
ん
、
丹
心
報
国
是
れ
男
児
。
友
人
蘇
曳
薇
齢
九
十
五
書

称
名

（昭
和
三
十
二
年
）

南
元
観
世
音
菩
薩
。
蘇
峯
九
十
五
隻
恭
書

翁
の
大
字
の
絶
筆
と
聞
く
。
八
ケ
岳
観
音
平
の
碑
に
刻
さ
れ
た
。
巧
拙
混
沌

雅
俗
不
二
の
書
と
い
う
べ
き
か
。

句

（昭
和
三
十
年
）

恰
然
と
し
て
余
楽
あ
り
。
　

郭
仁
兄
の
た
め
　
蘇
隻
九
十
三

郭
氏
は
山
水
楼
の
料
理
長
。
恰
然
は
や
わ
ら
ぎ
よ
ろ
こ
ぶ
さ
ま
。
同
氏
が
料

理
に
精
励
す
る
か
た
わ
ら
写
真
に
深
い
趣
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
賞
賛
し
て

の
句
で
あ
ろ
う
か
。

眼
中
無

一
敵
五
絶

（昭
和
三
十
年
）

眼
中

一
敵
な
ぐ
、
百
国
和
親
あ
り
、
新
年
祥
瑞
の
気
、
凝

っ
て
簑
宇
の
春
と
な

る
。
昭
和
三
十
年
新
正
有
作
　
蘇
隻
九
十
三

句

（昭
和
三
十

一
年
）

金
毛
の
獅
子
は
地
に
臥
せ
ず
。
林
田
学
兄
正
字
　
蘇
隻
九
十
四

俗
諺
の

「
腐

っ
て
も
鯛
」
と
い
う
こ
と
に
通
ず
る
だ
ろ
う
か
。
翁
の
句
の
対

句
を
作

っ
て
み
る
と

「
銀
翼
の
老
鶴
塵
界
に
降
る
」
。
こ
れ
は
「
は
き
溜
に
鶴
」

の
直
訳
で
、
中
国
で
も
雑
学
の
部
門
で
な
い
と
対
句
と
し
て
承
認
ざ
れ
な
い
だ

ろ
う
。
翁
は
こ
れ
を
見
れ
ば
お
そ
ら
く

「
余
は
詩
人
に
非
ず
、
塵
界
は
風
界
と

せ
ざ
れ
ば
承
服
い
た
し
難
し
」
と
い
う
に
ち
が
い
な
い
。
前
出
の
湖
海
虚
名
七

絶
の
船
山
‐―‐１
宗
と
の
や
り
と
り
と
併
わ
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
翁
の
文
人
的
な
性

情
が
窺
知
で
き
る
か
と
思
う
。

悠
々
九
十
四
五
絶

（昭
和
三
十

一
年
）

悠
々
九
十
四
、
初
日
窓
に
映
じ
て
紅
な
り
、
延
寿
何
の
功
徳
ぞ
、
無
能
の
不
倒

翁
。
　

丙
申
歳
首
偶
成
　
蘇
隻
九
十
四

ん
皿
Ｗ
Ｗ

翁
の
肖
像
画
の
賛

（昭
和
三
十
二
年
）

堂
々
竜
子
、
手
に
信
せ
て
描
著
、
梅
花
香
裡
、
自
頭
の
閑
客
、
神
宋
変
々
、
浩

気
液
々
、
仙
に
非
ず
、
俗
に
非
ず
、
賢
に
非
ず
、
愚
に
非
ず
、
独
自
の
風
格
、

特
殊
の
骨
相
、
審
議
す
べ
か
ら
ず
、
解
説
す
る
能
わ
ず
、
留
め
て
後
昆
に
与
え

姑
ら
く
宿
題
と
な
す
。
昭
和
丁
西
元
旦
　
蘇
曼
九
十
五

辞
世
の
句

（昭
和
三
十
二
年
）

一
片
の
丹
心
渾
べ
て
吾
を
忘
る
。
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十
三
日
　
蘇
曳
九
十

五
こ
の
句
は
永
逝
の
九
日
前
に
書
し
た
も
の
で
、
絶
筆
と
な
っ
た
。

川
田
順
氏
弔
歌
二
首

日
の
本
の
歴
史
を
書
き
て
み
つ
か
ら
も

歴
史
の
中
の
人
と
な
り
た
ま
ふ

天
か
け
て
終
に
歴
史
と
な
り
た
ま
ふ

暗
我
々
の
蘇
峯
先
生

蘇
峯
翁
の
吉
は
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
審
議
解
説
を
避
け
て
、
翁
の
名
文
を

常
々
蘇
峯
、
手
に
信
せ
て
抑
宅
、
乾
坤
場
裡
、
巨
竜
飛
動
、
神
栄
尖
々
、
浩
気

漢
々
、
巧
に
非
ず
、
拙
に
非
ず
、
雅
に
非
ず
、
俗
に
非
ず
、
独
自
の
筆
法
、
特

殊
の
布
自
、
論
説
す
べ
か
ら
ず
、
端
侃
す
る
能
わ
ず
、
留
め
て
後
世
に
伝
え
、

永
く
豊
賞
す
べ
き
も
の
也
。
昭
和
乙
巳
仲
秋
　
雲
外
迂
人
時
歳
五
十
有
五
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